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ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
第
七
回
質
問

３
：

神
の
恵
み
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
よ
る
贖
い
を
通
し
て
、
価
な

あ
が
な

24

し
に
義
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

３
：

神
は
こ
の
方
を
、
信
仰
に
よ
っ
て
受
け
る
べ
き
、
血
に
よ
る
宥
め
の
さ
さ

な

だ

25

げ
物
と
し
て
公
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
ご
自
分
の
義
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
た

め
で
す
。
神
は
忍
耐
を
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
犯
さ
れ
て
き
た
罪
を
見
逃
し

て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

（
ロ
マ
三
章
二
四
ー
二
五
節
／
新
約
約
２
０
１
７
）

（
問
一
）

、

節
で
は
義
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま

24

25

す
か
。

（
問
二
）
義
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
達
成
さ
れ
ま
す
か
。

（
問
三
）
神
に
義
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
信
仰
は
ど
ん
な
重
要
な
役
目
を
果
た

し
ま
す
か
。

（
グ
ル
ー
プ
聖
書
研
究
・
聖
書
を
読
む
会
手
引
よ
り
）
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な
だ
め
の
供
え
物（

ロ
マ
三
章
二
五
節
）
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尾
山
令
仁
・
ロ
ー
マ
教
会
へ
の
手
紙
（
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ン
ズ
・
ロ
マ
書
講
解
要
約
）
よ
り
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J-ばいぶるGREEK 原書講読画面
Rom 3:25

o]n proe,qeto o` qeo.j ìlasth,rion dia. @th/j# pi,stewj evn
tw/| auvtou/ ai[mati eivj e;ndeixin th/j dikaiosu,nhj auvtou/
dia. th.n pa,resin tw/n progegono,twn àmarthma,twn

<文法解析ノート> Rom 3:25
@1# o[j o]n apram-s 関代）対男単 この～

@2# proti,qhmi proe,qeto viam--3s 動）直アオ中3単 しようとする

@3# ò o` dnms 冠）主男単 冠詞（この､その） @4# qeo,j qeo.j n-nm-s 名）主男単 神

@5# il̀asth,rioj il̀asth,rion（ヒラステーリオン）
ap-an-s 形）対中単 なだめるもの、なだめの供え物

@6# dia, dia. pg 前）属 ～を通って､～の故に､～のために

@7# ò @th/j# dgfs 冠）属女単 冠詞（この､その）

@8# pi,stij pi,stewj n-gf-s 名）属女単 信仰

@9# evn evn pd 前）与 中に､間に､で､よって､に､

@10# ò tw/| ddns 冠）与中単 冠詞（この､その）

@11# auvto,j auvtou/ npgm3s 代）属男3 彼･それ(三人称の代名詞)､自身(強調用法)､同じ､まさに
@12# ai-ma ai[mati n-dn-s 名）与中単 血

@13# eivj eivj pa 前）対 ～へ､まで､のために､に対して

@14# e;ndeixij e;ndeixin n-af-s 名）対女単 公に示すこと､証明

@15# ò th/j dgfs 冠）属女単 冠詞（この､その）

@16# dikaiosu,nh dikaiosu,nhj n-gf-s 名）属女単 正しさ､義

@17# auvto,j auvtou/ npgm3s 代）属男3 彼･それ(三人称の代名詞)､自身(強調用法)､同じ､まさに
@18# dia, dia. pa 前）対 ～を通って､～の故に､～のために

@19# ò th.n dafs 冠）対女単 冠詞（この､その）

@20# pa,resij pa,resin n-af-s 名）対女単 見のがすこと

@21# ò tw/n dgnp 冠）属中複 冠詞（この､その）

@22# progi,nomai progegono,twn vpragn-p 分）完了能属中複 以前になされる

@23# àma,rthma am̀arthma,twn n-gn-p 名）属中複 罪

J-ばいぶるGREEK 原書講読画面
Rom 3:25

<聖書翻訳比較ノート>
【新改訳2017】 神はこの方を、信仰によって受けるべき、血による宥めのささげ物として公に

示されました。ご自分の義を明らかにされるためです。神は忍耐をもって、これまで犯されてき

た罪を見逃してこられたのです。

【新改訳改訂３】 神は、キリスト・イエスを、その血による、また信仰による、なだめの供え物

として、公にお示しになりました。それは、ご自身の義を現すためです。というのは、今までに犯

されて来た罪を神の忍耐をもって見のがして来られたからです。

【口語訳】 神はこのキリストを立てて、その血による、信仰をもって受くべきあがないの供え物

とされた。それは神の義を示すためであった。すなわち、今までに犯された罪を、神は忍耐をも

って見のがしておられたが、

【新共同訳】 神はこのキリストを立て、その血によって信じる者のために罪を償う供え物となさ

いました。それは、今まで人が犯した罪を見逃して、神の義をお示しになるためです。

【LIB改訂】 神はキリスト・イエスを遣わして、私たちの罪に対する償いをさせ、私たちへの怒り

をとどめてくださいました。神は、私たちをご自分の怒りから救い出すための手段として、キリス

トの血と私たちの信仰とを用いられました。たとえ、それまでの時代に罪を犯した者たちを罰せ

られなかったとしても、神は完全に公正であられるのです。キリストが来て人々の罪を取り除く

時を、神は待ち望んでおられました。

【NKJV】 whom God set forth as a propitiation by His blood, through

faith, to demonstrate His righteousness, because in His forbearance God

had passed over the sins that were previously committed,

【KJV】 Whom God hath set forth to be a propitiation through faith in his

blood, to declare his righteousness for the remission of sins that are

past, through the forbearance of God;

【NIV】 God presented him as a sacrifice of atonement, {[25] Or <as the

one who would turn aside his wrath, taking away sin>} through faith in

his blood. He did this to demonstrate his justice, because in his

forbearance he had left the sins committed beforehand unpunished--


